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・会場での参加：不要  （直接ご来場ください・会場定員200 名）
・オンライン参加：要 （下記 URL または QR コードよりお申込みください）
　                                            https://x.gd/ZTbLQ

申込み

©宮本明登

大学は地域とどう関わるべきか
                    ―付属研究所所長としての体験から

明治学院大学名誉教授
政治学者原  武 史

大学と一本の街路樹物語
                    ―伐られた大木はこうして復活した

明治学院大学名誉教授
経済学者勝 俣  誠

わたしの大学

明治学院大学名誉教授
作家・評論家高橋 源一郎

地域社会課題の解決に於ける大学の可能性
                     ―外部ステークホルダーの視点から

元銀行員
里山活動家中川 隆義

グローバルからローカルへ
                    ―深まる危機の中の大学

明治学院大学名誉教授
文化人類学者辻  信 一

11/ 26
第 5 回

11/ 19
第 4 回

11/ 12
第 3 回

11 / 5
第 2 回

10 / 29
第 1 回

今年度のセミナーでは、国際学部で大学周辺地域との関わりを大切に
してこられたみなさん（そして国際学部に隣接する舞岡公園で数年来協
働してくださっている方）をお招きして、「地域にとっての大学、大学に
とっての地域」について深めていきたいと思います。本セミナーが地
域のみなさんと新たな形でつながるきっかけになればと願っています。

●オンライン：Zoom Webinar
●会場：明治学院大学横浜キャンパス（教室未定）
会場参加かオンライン参加が選べるハイブリッド開催

開催方法

17時00分～18時30分（開場16時45分）
10月29日 ～11月26日（毎週火曜日）日時

？とは地域にとっての大学
、大学にとっての地域



最寄り駅：戸塚駅
 （JR 東海道線・横須賀線・湘南新宿ライン）
 （横浜市営地下鉄ブルーライン）
＊公共交通機関をご利用ください‼

戸塚駅東口バスターミナル8番乗り場より 江ノ電
バス「明治学院大学南門」または「平島」行きに乗り、  
「明治学院大学南門」下車　（乗車 約12分）

キャンパス案内
〒244-8539  横浜市戸塚区上倉田町1518
明治学院大学横浜キャンパス（教室未定）

会場のご案内

＊申し込みは、公開セミナー最終日まで可能です。
ご記入いただいた個人情報は本セミナーの実施目的
以外には使用いたしません。

②公開セミナー当日、パソコンやタブレット、スマー
トフォン等で「登録完了メール」に書いてある「参
加 URL」をクリックしてご参加ください。

①チラシ表面に書いてあるURLまたは QRコードよ
りお申し込みいただきますと、登録されたメールア
ドレスに「登録完了メール」が届きます。

オンラインでのご参加方法

原 武史（はら・たけし） 明治学院大学名誉教授、政治学者

1962 年生まれ。2000 年～ 2016 年明治学院大学国際学部助教授・教授。2024 年 3 月まで放送大学教授。
専門は日本政治思想史。主な著書に『大正天皇』（朝日選書、2001 年 / 毎日出版文化賞）、『滝山コミュー
ン一九七四』（講談社、2008 年 / 講談社ノンフィクション賞）、『昭和天皇』（岩波新書、2008 年 / 司馬
遼太郎賞）、『戦後政治と温泉』（中央公論新社、2024 年）、『「昭和天皇拝謁記」を読む』（岩波新書、2024 年）、
『最終列車』（講談社文庫、2024 年）等多数。© 宮本明登

勝俣 誠（かつまた・まこと） 明治学院大学名誉教授、経済学者
1946年生まれ。ダカール大学法経学部、モントリオール大学客員教員等を経て、1988 年～ 2014 年明治
学院大学国際学部助教授・教授。専門は国際政治経済学、アフリカ地域研究。主な著書に、『現代アフリ
カ入門』（岩波新書、1991 年）、『アフリカは 本当に貧しいのか―西アフリカで考えたこと―』（朝日選書、
1993 年）、『新・現代アフリカ入門―人々が変える大陸―』（岩波新書、2013年）、『娘と話す世界の貧困
と格差ってなに？』（現代企画室、2016 年）等。

高橋 源一郎（たかはし・げんいちろう） 明治学院大学名誉教授、作家・評論家

1951年生まれ。小説家、文学者、文芸評論家。2005年～2019年明治学院大学国際学部教授。主な著書に、
『さようなら、ギャングたち』（講談社、1982 年 / 群像新人長篇小説賞）、『優雅で感傷的な日本野球』（河
出書房新社、1988 年 / 三島由紀夫賞）、『さよならクリストファー・ロビン』( 新潮社、2012 年 / 谷崎潤
一郎賞 )、『読んじゃいなよ！』（岩波新書、2016 年）、『DJ ヒロヒト』( 新潮社、2024 年 ) 等多数。NHK
ラジオ第 1「高橋源一郎の飛ぶ教室」のパーソナリティも務める。

中川  隆義（なかがわ・たかよし） 元銀行員、里山活動家
1968年生まれ。1991年 ㈱みずほ銀行入行。大企業取引、M&A アドバイザリー、産業調査、香港、渋谷、
名古屋に於いて大企業ビジネスに従事。2021年ベンチャー企業に転籍。同時に市民活動として、まちづくり
プロジェクト「横浜をつなげる30 人」でチーム「ままmaioka」を立上げ、「緑の事業承継」の活動を進める。
銀行員時代の「事業承継アドバイザー」「大企業やメガバンクが社会課題解決の為にもっと役割を果たすに
は？」の経験が、現在の活動に通ずる。国際学部講義と連携中。

辻 信一   ＜大岩 圭之助＞  （つじ・しんいち）
明治学院大学名誉教授、文化人類学者、NGO「ナマケモノ倶楽部」代表

カナダ、アメリカの諸大学で哲学・文化人類学を学ぶ。1992年～2020年明治学院大学国際学部教員。環境＝
文化アクティビストとして、「スローライフ」、「ハチドリのひとしずく」、「キャンドルナイト」、「しあわせの経済」
などの社会ムーブメントの先頭に立つ。著書に『スロー・ イズ・ビューティフル』（平凡社、2001 年）、『ナマケモ
ノ教授のムダのてつがく』（さくら舎、2023 年）、『サティシュ先生の夢みる大学』（ゆっくり堂、2024 年）等多数。 
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講師紹介

「国際学部の設立構想」（1984年）という文書には、地域研
究を国際学部の教育の特色の一つとしたいと記され、「世
界のいかなる場所で働くことになろうとも自分のおかれ
た地域の問題を正確に深く研究し理解することができる
ような姿勢と方法、地域研究の応用能力を身につけさせ
ること」を目指すと述べられています。
地域という語は多義的ですが、今年度のセミナーでは、主
に大学周辺地域という範囲に絞ってお話しいただくことに
しました。国際学部では、毎年公開セミナーを開催したり、

教職員の個別のつながりで、地域のみなさんと交流して
きたつもりでしたが、十分だったかといえば心もとない気
がします。 
今年度は、国際学部で大学周辺地域との関わりを大切に
してこられたみなさん（そして国際学部に隣接する舞岡公
園で数年来協働してくださっている方）をお招きして、「地
域にとっての大学、大学にとっての地域」について深め
ていきたいと思います。本セミナーが地域のみなさんと
新たな形でつながるきっかけになればと願っています。

企画意図（みなさまへ）


